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2日目は｢発掘型テーマパーク・カブルへ｣行ってきました。
宝石や化石の採掘を行いました。
みんなで楽しく協力しながら活動ができました。

2日間を通して、皆で協力して活動する事ができました。
夏の思い出作りだけでなく、児童と職員の絆を深め、
様々な体験をし、充実した外出となりました。

紡がれる「ふるさと」の絆

児童養護施設 筑波愛児園
施設長 小林 弘典

木々の緑が芽吹き、希望あふれる新年度がスタートいたしました。皆様には日頃より
当園の活動に多大なるご理解とご支援を賜り、心より感謝申し上げます。
年度初めにあたり、先日、私の心に深く刻まれた、再会の物語を共有させてください。
先日、当園を退所して20年ほど経った方達が、ふらりと園を訪ねてくれました。あいにく
私は不在で会うことが叶わなかったのですが、当時を知る当日対応したベテラン職員から
その時の様子を聞き、胸が熱くなりました。
彼女らが園で過ごした20年ほど前は、本当に平坦な道のりばかりではありませんでした。
しかし、写真を通して目の前に現れた彼女らは、当時の面影も残しつつ、驚くほど立派に
成長していました。そして「今の園の子どもたちに」と差し入れを、そして「当時お世話
になった職員の皆さんに」と、温かい応援メッセージを届けてくれました。
当園は12年ほど前、園舎の老朽化に伴い現在の場所へ移転新築しました。彼女らがかつ
て生活した建物はもうありません。しかし移転の際に私たちは「風景や建物が変わろうと
も、筑波愛児園という存在が退所していった子ども達にとって一生変わらぬ『ふるさと』
であり続けて欲しい」という願いを込め、旧園舎にあった一つの「石碑」をこの場所に移
設していました。彼女らはその石碑を見つけると、まるで宝物を見つけたかのように大変
喜んでくれたそうです。そして、かつての自分たちの存在を証明するかのようなその石を
囲み、晴れやかな笑顔で記念写真を撮って帰っていったそうです。
この石碑は、単なる石ではありません。子どもたちが筑波愛児園で懸命に生きた証であ
り、私たちと共に過ごしたことを象徴するものです。建物が変わっても、時代が流れても、
私たちが子どもたちを思う気持ち、そして共に紡いできた歴史は、この石のように揺るぎ
なく続いています。
今年度も、子どもたち一人ひとりの「今」を大切に支え、筑波愛児園がいつまでも「心
の帰る場所」であり続けられるよう、職員一同、心を一つに歩んでまいります。
本年度も、変わらぬご支援とご鞭撻を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。



青空棟 つくしホーム 太陽棟



8月は各棟でキャンプへ！

8月は、各棟でキャンプに出かけました。
海へ遊びに行ったり、釣りを楽しんだり、ガラス工房で思い思い
の作品づくりに挑戦したり……。それぞれの場所で、子どもたち
は仲間や職員と一緒に、夏ならではの時間を満喫しました。

【予告】今年度も「筑波愛児園Ⅰフェス」を開催します！

地域の皆様へ日頃の感謝を込めて、今年度も「筑波愛児園Ⅰフェス」を開催する運びとなりました。
当日はご家族やご友人皆さまで楽しんでいただける様々な企画を準備しております。そして、フェ
スのフィナーレを飾る花火大会も実施いたします！秋の夜空を彩る大輪の花火を、ぜひ一緒に楽し
みましょう。皆様のお越しを、職員・児童一同心よりお待ちしております。

【開催概要】
日時：令和8年11月14日(土) 12:30～17:00予定

花火大会 17:15～15分程度予定
雨天順延翌日15日(日)

会場：筑波愛児園
内容：各種イベント･催し物/花火大会ほか
※タイムスケジュールや催し物の詳細につ
きましては、今後ＳＮＳ等にて随時お知
らせいたします。

【各種情報はこちらから】

ホームページ Instagram

笑顔と楽しい思い出がたくさん詰まった、
特別な夏になりました。
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